
千葉市中央区中央 4 - 5 - 1  Qiball (きぼーる) 内 7 - 10階
TEL 043-308-0511(代表) ,  https://www.kagakukanQ.com

このほか全天周の迫力映像、物語・科学番組や特別投影など子どもも大人も楽しめる多彩なラインナップ。くわしくは科学館ホームページでもご覧いただけます。
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4等星以下

  ＜星の明るさ＞
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今月のみどころ

今年は10月6日が十五夜、
お月見の日です。月をよく

見てみると、模様があるのが
分かります。「餅つきをするウサギ」

や、「カニ」、「女性の横顔」など。世界中で
いろいろな姿に例えられてきました。

あなたには、何に見えるかな？
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月の星空10
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秋の夜長、いろいろな夜空を楽しみましょう…大迫力！大好評！ 全天周映像番組 プ
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｢ほしぞら学校   ～月の満ち欠け～」
お月見の日は必ずしも満月ではない？月の形はどうして変わるのか調べてみよう。

「30 分で星空散歩」※投影時間は 約 35分間です。
今夜見える星や星座の見つけ方を解説する定番の生解説プログラムです。

※プラネタリウム　ご利用のご案内
○投影内容・スケジュールは変更することがあります。最新情報は、ホームページなどでご確認ください。
○投影１０分前より入場開始。投影開始後の入場はできません。
○当日分の観覧券は、朝9時より7階受付横の券売機で販売いたします。
○未就学児も「観覧券」が必要です。
○下記の方は1日1回まで無料です（特別投影を除く）。7階受付にて無料観覧券を発行いたします
  ・ 千葉市在住65才以上の方（確認できるものをご提示ください）
  ・ 障害者手帳をお持ちの方と、その介護者1名様まで 
  ・「ふれあいパスポート」をお持ちの方（土曜日のみ。ご提示ください） 
  ・ 科学館メンバー会員の方（メンバーズカードをご提示ください）

「星空散歩  ～お月見～」 
今年は10月 6日が中秋の名月にあたり、お月見を楽しむ日です。お月見に
まつわる話題をご紹介いたします。

「リフレッシュタイム」
朝からがんばるあなたへ。満天の星の下で、リフレッシュしませんか？
※料金：300 円　投影時間 20 分間。　未就学児は入場できません。

「星あかりの詩」　　　　　　　　　
スマホやメディアから流れる刺激から離れ、星の世界に身を委ねてみませ
んか？春夏秋冬の星空とともに、千葉県内の美しい風景があなたを包み込
みます。ナレーションは人気声優の市川蒼さんです。

製作：千葉市科学館

「新オーロラを見た恐竜たち  虹色に輝くアラスカの大地」 
約７千万年前、地上が多様な恐竜であふれかえっていた白亜紀。肉食恐竜・ナヌー
クサウルスの子ども「ヌック」と、植物食恐竜・アラスカケファレの子ども「ファル」。
本来決して交わらないはずだった異なる種族である２匹の、数奇な運命と絆。鮮
やかなオーロラが輝くアラスカの美しい空の下、太古の昔に極地で生きていた恐
竜たちの命のいとなみの物語です。

｢SPACE   開かれた宇宙への扉」
NASA のスペースシャトル計画が終了して以来、人類の宇宙への旅は、勢いを
失ったように見えました。しかし、その状況が変わろうとしています。今作では、
そんな宇宙の新時代を担う民間企業主導の宇宙開発を紹介。SF の世界が現実
となる時代への、挑戦の物語です。

｢まくまくんの星空大冒険」
スケッチブックに描いたロケットで星の世界へ。ぬいぐるみの「まくまくん」の
星空大冒険のはじまりです！　※投影時間は約 35 分間です。

「プラネタリウム　ドラえもん　宇宙の模型」
スネ夫からハワイで見た満天の星に感動したという自慢話を聞いたのび太
たち。満天の星を見た事が無いのび太は悔しがり、ドラえもんに相談すると、
室内にいながら旅行気分が味わえるひみつ道具『室内旅行機』を取り出し、
のび太の部屋にハワイの満天の星を映し出してくれました。ドラえもんから、
人は太古の昔から星空を見て、それぞれに思いを巡らし、宇宙を理解しよう
とさまざまな「宇宙の模型」が作られてきたという話を聞きます。


